
復
員
後
、
休
職
に
な
っ
て
い
た
四
国
電
力
に
復
職
し
た
。
全

県
で
患
っ
た
マ
ラ
リ
ヤ
の
た
め
、
帰
っ
て
か
ら
一
年
ぐ
ら
い
は

悪
寒
と
高
熱
の
た
め
苦
し
ん
で
、
肝
臓
も
悪
く
な
っ
た
。
連
隊

長
の
「
羅
患
証
明
書
」
は
今
で
も
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
私
の

「
戦
い
へ
行
っ
た
証
拠
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

中
支
で
兵
役
免
除
、
難
病
を
克
服
し
て
　 
広
島
県
　
村
上
秋
義
　 

―
村
上
さ
ん
は
何
処
で
生
れ
、
何
年
徴
集
兵
で
す
か
。
ま
た

勤
務
地
は
大
陸
だ
そ
う
で
す
が
。

私
は
大
正
七
年
十
一
月
六
日
、
因
島
で
生
れ
た
の
で
す
が
、

昭
和
十
三
年
徴
集
兵
で
、
兵
隊
検
査
で
は
甲
種
合
格
で
し
た
。

昭
和
十
四
年
五
月
一
日
、
現
役
兵
で
福
山
の
歩
兵
第
四
十
一
連

隊
補
充
隊
へ
入
営
し
ま
し
た
。
一
期
の
教
育
の
時
か
ら
大
隊
砲

（
九
二
式
）
専
門
で
し
た
。

一
期
検
閲
後
、
第
三
十
九
師
団
（
藤
兵
団
）
の
歩
兵
第
二
三

一
連
隊
に
転
属
し
第
三
大
隊
要
員
と
な
り
ま
し
た
。
八
月
四
日

に
編
成
が
終
わ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

昭
和
十
四
年
十
月
九
日
、
宇
品
港
出
発
。
十
月
十
一
日
揚
子

江
を
■
行
し
、
十
九
日
に
漢
口
に
上
陸
し
ま
し
た
。
二
十
六
日

に
は
漢
口
か
ら
孝
感
ま
で
徒
歩
で
行
軍
で
す
。
戦
地
だ
か
ら
戦

争
か
と
思
っ
た
ら
先
ず
行
軍
だ
っ
た
の
で
す
。

私
の
所
属
の
第
三
大
隊
は
後
方
の
警
備
で
、
第
一
、
第
二
大

隊
は
孝
感
地
域
の
最
前
線
で
し
た
の
で
、
第
三
大
隊
は
宣
撫
工

作
や
討
伐
の
応
援
な
ど
に
行
っ
た
の
で
す
。
連
隊
本
部
は
孝
感

に
あ
っ
た
。

―
戦
地
で
の
教
育
訓
練
は
ど
う
で
し
た
か
。

訓
練
は
な
く
、
直
ち
に
実
戦
だ
っ
た
。
昼
間
は
警
備
、
住
民

の
良
民
証
の
点
検
、
夜
は
警
備
で
歩
■
に
立
っ
た
。
歩
■
は
壕

の
中
で
な
い
と
狙
撃
さ
れ
る
の
で
、
耳
と
眼
だ
け
を
出
し
て
い

た
。
情
報
で
は
「
歩
■
が
射
た
れ
た
」
な
ど
時
に
あ
っ
た
。

今
言
っ
た
と
お
り
、
孝
感
で
は
主
要
道
路
警
備
、
宣
撫
な
ど

の
連
続
で
、
休
む
暇
も
な
い
。
な
に
し
ろ
戦
争
に
来
て
い
る
の

で
、
当
り
前
と
思
い
苦
し
い
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
楽

し
み
は
寝
る
だ
け
だ
っ
た
。

冬
期
作
戦
に
参
加
し
た
が
、
雪
の
中
の
行
軍
で
、
野
営
は
民



家
に
入
る
の
だ
が
、
サ
ソ
リ
が
多
く
、
脱
い
だ
靴
の
中
に
入
っ

て
い
た
り
、
壁
に
も
た
れ
て
寝
る
な
と
注
意
さ
れ
て
い
た
。

日
時
は
良
く
記
憶
し
て
い
な
い
が
、
作
戦
に
参
加
し
た
が
相

当
長
い
期
間
だ
っ
た
。
敵
の
司
令
官
張
自
忠
を
戦
死
さ
せ
た
が
、

こ
の
時
は
こ
れ
が
本
当
の
戦
争
だ
と
思
っ
た
。
野
砲
を
バ
ン
バ

ン
射
っ
た
り
し
て
激
し
い
戦
い
だ
っ
た
が
、
聞
く
と
こ
ろ
に
よ

る
と
張
自
忠
将
軍
を
敵
兵
が
人
間
ぶ
す
ま
で
囲
ん
で
守
っ
た
と

い
う
が
、
射
た
れ
て
戦
死
し
た
と
い
う
。

こ
の
戦
い
で
は
戦
車
、
飛
行
機
が
参
加
、
我
々
大
隊
砲
は
河

を
隔
て
て
射
っ
た
。
歩
兵
は
市
内
へ
突
入
し
た
が
、
野
砲
や
歩

兵
砲
は
河
の
手
前
で
の
戦
闘
だ
。
掃
討
戦
は
第
一
、
第
二
大
隊

だ
っ
た
と
思
う
。
そ
の
戦
闘
で
、
私
の
戦
友
で
体
格
の
大
き
な

男
だ
っ
た
の
に
戦
死
さ
れ
、
茶
毘
に
付
し
、
佐
々
木
と
い
う
同

年
兵
が
僧
侶
で
お
経
を
あ
げ
た
の
を
記
憶
し
て
い
る
。

―
そ
の
後
、
宜
昌
作
戦
に
参
加
さ
れ
た
と
い
う
が
相
当
激
し

か
っ
た
の
で
は
。

戦
闘
も
大
変
な
の
だ
が
、
そ
の
前
に
馬
の
苦
労
を
一
寸
話
し

た
い
。
私
は
瀬
戸
内
海
の
因
島
育
ち
だ
か
ら
馬
を
見
た
こ
と
が

な
い
。
本
州
の
者
は
馬
に
馴
れ
て
い
た
が
、
私
は
大
隊
砲
だ
か

ら
馬
が
要
る
。
初
年
兵
の
時
、
馬
の
蹄
鉄
を
洗
う
時
、
馬
の
足

を
か
か
え
る
と
馬
が
い
や
が
る
。
お
と
な
し
い
の
も
い
る
が
、

暴
れ
て
手
に
負
え
な
い
の
も
い
る
。

そ
の
う
ち
に
、
私
は
砲
手
に
な
り
、
馬
の
手
入
れ
を
す
る
よ

り
砲
手
で
良
か
っ
た
。
馬
持
ち
は
馬
の
手
入
れ
で
自
分
の
食
事

も
出
来
な
い
。
馬
も
大
変
だ
が
、
馬
持
ち
も
大
変
、
人
馬
一
体

の
言
葉
通
り
で
、
馬
様
々
で
す
。
何
し
ろ
、
馬
は
兵
隊
の
何
人

分
も
働
く
の
だ
か
ら
。

宜
昌
作
戦
の
こ
と
だ
が
、

師
団
司
令
部
は
荊
門
に
進
出
し
た
。

作
戦
参
加
の
大
隊
砲
は
第
三
大
隊
の
我
々
の
一
門
が
先
に
行
っ

た
。
元
気
な
者
は
着
い
て
来
い
と
、
約
三
時
間
ぐ
ら
い
走
っ
た
。

道
路
が
切
断
さ
れ
、
鋸
の
歯
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
砲

を
分
解
し
た
り
、
搬
送
し
た
り
、
そ
れ
を
組
み
立
て
て
射
撃
す

る
。
脚
を
一
本
宛
担
ぐ
。
砲
身
は
一
人
だ
。
次
々
と
交
代
し
な

が
ら
走
っ
た
。
道
が
平
坦
に
な
れ
ば
駄
載
し
た
り
で
目
ま
ぐ
る

し
い
こ
と
だ
。
我
々
の
後
続
の
砲
も
同
様
に
し
て
よ
う
や
く
追

い
つ
い
て
来
た
。

宜
昌
を
占
領
し
、
そ
こ
で
警
備
体
勢
に
入
っ
た
が
、
私
は
リ

ン
パ
腺
が
は
れ
、
荊
門
に
後
送
、
第
三
十
九
師
団
第
一
野
戦
病



院
に
入
院
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
後
三
ヵ
所
ぐ
ら
い
転
々
と
し
て

南
京
ま
で
下
っ
た
。
南
京
で
初
め
て
俸
給
を
貰
い
、
兵
站
酒
保

へ
初
め
て
行
っ
た
。

昭
和
十
五
年
十
二
月
、
診
察
を
受
け
た
が
、
カ
ル
テ
に
は
何

も
書
い
て
な
い
。
只
■
の
印
が
押
し
て
あ
る
。
衛
生
兵
が
「
お

前
内
地
還
送
だ
」
と
言
わ
れ
た
。
気
持
ち
は
う
れ
し
い
や
ら
、

情
け
な
い
や
ら
複
雑
な
気
持
ち
だ
っ
た
。

広
島
の
陸
軍
病
院
に
入
っ
た
が
、
室
長
を
や
ら
さ
れ
、
看
護

婦
の
手
伝
い
な
ど
、
支
那
か
ら
の
負
傷
兵
の
手
伝
い
も
し
て
い

た
。
私
は
診
断
の
結
果
が
出
て
、
直
ぐ
手
術
を
し
た
。
肺
結
核

兼
脛
部
リ
ン
パ
腺
炎
と
な
っ
て
い
て
、
結
核
病
棟
へ
隔
離
さ
れ

た
り
、
消
毒
さ
れ
た
り
で
大
変
だ
っ
た
。

私
は
「
結
核
か
、
い
よ
い
よ
死
ぬ
の
か
、
不
治
の
病
だ
え
ら

い
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
な
ら
戦
地
で
死
ね
ば
良
か
っ
た
。
こ

こ
で
は
死
場
所
が
悪
い
」
と
思
っ
た
。
母
が
面
会
に
来
て
「
な

お
る
か
ら
」
と
言
わ
れ
て
力
を
付
け
ら
れ
た
が
。
そ
の
後
「
公

務
起
因
、
兵
役
免
除
」
と
な
っ
た
。

病
院
で
は
「
七
項
症
」
の
見
込
だ
っ
た
が
、
恩
給
局
で
は
「
有

期
第
二
款
症
」
と
さ
れ
た
。
家
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
た
ら
「
腹

膜
炎
」
を
再
発
し
、
西
条
の
傷
痍
軍
人
療
養
所
の
重
症
病
棟
に

入
れ
ら
れ
た
。

甥
も
医
者
、
同
級
生
も
医
者
だ
っ
た
し
、
最
近
靖
国
神
社
で

戦
友
会
で
戦
友
に
会
っ
た
が
、
皆
「
良
く
結
核
が
な
お
っ
た
な

あ
」
と
驚
い
て
い
る
。

昭
和
二
十
年
三
月
、
警
察
官
と
し
て
社
会
復
帰
し
、
竹
原
警

察
署
へ
勤
務
し
た
。

八
月
、
例
の
広
島
原
爆
と
な
る
の
だ
が
、
竹
原
消
防
団
員
と

共
に
現
場
へ
警
察
官
と
し
て
十
五
日
ま
で
救
助
に
行
っ
た
。
二
、

三
日
で
も
原
爆
症
と
な
っ
た
者
も
い
る
の
に
、
私
は
「
良
く
な

ら
な
か
っ
た
な
」
と
言
わ
れ
た
。
当
時
、
警
察
に
は
若
い
者
が

お
ら
ず
、
ず
っ
と
勤
務
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
消
防
団

は
代
わ
る
代
わ
る
勤
務
出
来
た
の
に
、
私
は
六
日
～
十
五
日
ま

で
一
人
で
や
っ
て
い
た
。

―
兵
役
免
除
に
な
っ
た
の
に
、
今
度
は
原
爆
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
そ
の
時
の
様
子
を
話
し
て
下
さ
い
。

原
爆
の
投
下
は
八
月
六
日
午
前
八
時
十
五
分
、
私
た
ち
は
午

後
四
時
過
ぎ
市
内
に
入
り
ま
し
た
。

駅
の
方
は
大
火
災
で
炎
上
。

町
内
も
あ
ち
こ
ち
で
火
災
の
煙
が
上
が
り
、
家
屋
の
倒
壊
、
被



災
者
の
哀
れ
な
服
装
、
雑
踏
往
来
を
み
て
、
悲
壮
な
思
い
で
し

た
。早
速
本
部
へ
竹
原
署
か
ら
応
援
の
旨
の
報
告
命
令
指
示
を
仰

ぐ
べ
く
出
張
し
た
。
私
た
ち
は
東
練
兵
場
に
野
営
。
夜
遅
く
ま

で
被
災
者
や
市
民
が
右
往
左
往
し
不
気
味
で
し
た
。

翌
日
「
市
内
の
死
体
収
容
と
道
路
確
保
」
の
命
令
で
団
員
と

共
に
屍
体
を
戸
板
に
載
せ
て
運
ん
だ
。
検
死
調
書
を
作
り
苦
労

し
た
。
電
車
通
り
か
ら
路
地
に
い
た
る
ま
で
手
当
た
り
し
だ
い
路
上

の
材
木
、
カ
ケ
ラ
を
整
理
し
た
。
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
家
屋
の

下
敷
き
か
ら
臭
気
が
す
る
と
こ
ろ
を
時
間
か
け
て
払
い
除
け
、

下
か
ら
た
く
さ
ん
の
屍
体
を
収
容
し
た
。

な
か
に
は
腐
敗
し
、
顔
も
身
体
も
ふ
く
れ
て
特
徴
や
年
齢
が

判
明
し
に
く
い
も
の
も
あ
っ
た
。
炎
暑
の
中
、
良
く
頑
張
っ
た

と
思
う
。
八
月
十
五
日
夕
、
帰
署
し
た
。

直
ぐ
進
駐
軍
が
呉
に
上
陸
す
る
の
で
、
進
駐
軍
を
逆
に
警
備

す
る
た
め
十
日
ぐ
ら
い
勤
務
し
た
と
記
憶
す
る
。

昭
和
二
十
四
年
退
職
し
、
会
社
に
入
社
し
た
が
、
今
度
は
肋

膜
炎
と
な
り
、
肺
に
水
が
溜
っ
た
。
湿
性
胸
膜
で
す
。
無
理
を

し
た
た
め
で
し
ょ
う
。
今
で
も
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
を
撮
る
と
、

昔
の
影
が
残
り
、
医
者
も
「
良
く
生
き
て
い
る
」
と
驚
く
。
自

分
自
身
で
も
良
く
生
き
て
い
る
と
思
う
。

入
隊
の
時
は
日
の
丸
の
旗
で
送
ら
れ
た
。
自
分
自
身
「
忠
君

愛
国
の
精
神
」
に
な
ん
の
疑
問
を
持
た
ず
に
入
隊
し
軍
隊
生
活

を
過
ご
し
た
。
現
在
の
若
い
者
に
は
信
じ
ら
れ
な
い
心
境
だ
ろ

う
が
、
私
は
五
十
有
余
年
経
っ
た
今
も
悔
い
無
い
思
い
出
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
が
今
の
私
の
心
だ
。

今
年
は
七
十
五
歳
で
、
老
齢
年
金
を
受
け
ら
れ
る
。
こ
こ
ま

で
生
き
ら
れ
た
。
神
仏
の
加
護
と
感
謝
し
人
生
の
幸
福
を
感
じ

て
い
ま
す
。

―
そ
の
後
の
後
遺
症
は
。

私
は
今
、
自
家
営
業
だ
か
ら
、
日
々
は
無
理
せ
ず
、
妻
も
食

生
活
で
万
全
を
期
し
注
意
し
て
く
れ
る
。
幸
せ
な
も
の
で
あ
り

ま
す
。
子
供
は
男
女
二
人
で
、
共
に
地
元
竹
原
で
就
職
し
孫

は
五
人
で
内
孫
三
人
。
私
た
ち
夫
婦
、
子
供
夫
婦
、
孫
三
人
、

三
代
、
七
人
の
大
家
族
で
す
。
友
人
の
子
供
が
都
会
へ
出
て
出

世
し
て
も
、
年
寄
り
は
淋
し
い
思
い
を
し
て
い
ま
す
。
私
等
は

伜
と
一
緒
だ
か
ら
心
丈
夫
で
、
こ
れ
が
幸
せ
と
喜
ん
で
い
る
。



金
は
溜
め
ず
と
も
、
不
自
由
は
し
て
い
な
い
。
こ
れ
が
現
在
の

心
境
で
す
。

満
州
・
中
支
（
■
江
作
戦
）
従
軍
記
　 

岩
手
県
　
菊
地
卯
三
　 

―
菊
地
さ
ん
は
、
中
支
軍
の
弾
兵
団
だ
と
聞
い
て
い
ま
し
た

が
、

支
那
事
変
前
に
朝
鮮
で
勤
務
さ
れ
て
い
た
の
で
す
か
。

私
は
大
正
四
年
十
一
月
十
日
、
胆
沢
郡
の
現
前
沢
町
古
城
で

生
れ
、
昭
和
十
年
徴
集
兵
で
す
。
甲
種
合
格
に
よ
り
、
昭
和
十

年
十
二
月
十
日
、
朝
鮮
羅
南
の
歩
兵
第
七
十
三
連
隊
に
入
営
し

た
の
で
す
。
当
時
、
宇
垣
軍
縮
の
余
波
で
も
あ
っ
て
か
、
青
年

学
校
卒
業
者
は
、
帰
休
と
い
う
の
か
、
兵
役
期
間
短
縮
と
い
う

の
か
、
昭
和
十
一
年
六
月
に
は
満
期
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で

す
。と
こ
ろ
が
、
私
た
ち
第
六
中
隊
は
師
団
命
令
に
よ
り
応
急
派

兵
と
い
う
こ
と
で
、
満
州
に
近
い
所
の
茂
山
守
備
隊
に
派
遣
さ

れ
た
の
で
す
。
戦
闘
で
二
、
三
人
負
傷
は
し
た
が
、
敵
情
は
思

っ
た
程
悪
く
は
な
か
っ
た
。

対
手
は
、
金
日
成
軍
と
の
こ
と
、
そ
の
後
、
奥
の
三
長
守
備

隊
を
根
拠
地
と
し
て
、
白
頭
山
の
北
側
の
方
へ
行
っ
た
。
山
の

中
に
天
幕
を
張
っ
て
二
昼
夜
ぐ
ら
い
警
備
し
た
が
何
も
無
く
、

七
月
ま
で
警
備
を
し
て
い
た
が
、
師
団
長
閣
下
が
臨
検
に
来
ら

れ
、
整
列
し
て
こ
れ
を
迎
え
検
閲
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、

師
団
長
一
行
を
四
台
の
ト
ラ
ッ
ク
で
送
っ
た
が
、

朝
鮮
国
境
の
豆
満
江
右
岸
で
、
四
台
が
転
落
し
佐
藤
少
尉
等
四

人
が
死
に
、
我
々
留
守
部
隊
は
急
拠
救
助
に
向
か
っ
た
。
師
団

長
の
車
と
、
護
衛
車
は
大
丈
夫
だ
っ
た
が
、
前
後
の
車
が
落
ち

た
。

死
ん
だ
佐
藤
少
尉
は
初
年
兵
の
時
の
教
官
で
あ
っ
た
の
で
、

こ
れ
が
事
故
扱
い
か
戦
死
な
の
か
と
心
配
し
た
記
憶
が
あ
り
ま

し
た
。
私
た
ち
は
警
備
を
終
了
、
七
月
末
頃
羅
南
へ
原
隊
復
帰

し
た
の
で
す
。

応
急
派
兵
任
務
を
終
え
た
第
六
中
隊
の
、
我
々
同
年
兵
は
今

度
こ
そ
満
期
除
隊
と
喜
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
私
た
ち
五
人
の

伍
長
勤
務
上
等
兵
は
引
続
き
臨
時
召
集
、
伍
長
任
官
と
な
り
内

地
帰
還
は
ま
た
延
期
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

そ
の
当
時
（
昭
和
十
二
年
ま
で
）
朝
鮮
の
入
営
は
一
年
二
期
、




